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小学校教員のアレルギー児に対する理解と対応
ー

第 4 報 　 ア レ ル ギ ー に 関 す る 知 識 の 習 得
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要 約

新潟県の 小学校教員を対象に ア レ ル ギーに 関す る知識の 習得に つ い て 調査 した ｡ ア レ ル ギ
ー

児増

加 の 要 因と して
,
食生活 の変化8 2 . 2 % を挙げる教員が最も多く , 次 い で 住環境の 変化6 7 . 4 % ,

大気

汚染3 5 . 4 % , 精神的 ス ト レ ス の 増加3 2 . 2 %
,
遺伝2 0 . 9 % で あ っ た ｡ ア レ ル ギ ー に 関心 の ある教員は

6 3 . 5 % で , 女子教員は男子教員より関心 が高い 傾向で あり ,
ア レ ル ギー疾患既往歴の ある教員,

ア

レ ル ギー疾患 の ある家族がい る教員は ない 教員より有意に関心 が高か っ た ( p < 0 . 01) ｡ ア レ ル ギー

に つ い て知 識が あると思う教員は2 8 . 5 % で ,
どちらとも言えな い 3 3 . 9 %

,
あ ま りない 2 9 . 8 % で あ っ

た ｡ ア レ ル ギ
ー

に つ い て 知識を得た い と考えて い る教員は7 3 . 5 %
′

, 特に ア レ ル ギー疾患 の 家族が い

る 教員は い な い 教員より知識を得る こ と を強く 望ん で い た ( p < 0 . 0 5) ｡ ア レ ル ギー に関する知 識

や情報は
,
テ レ ビ ･ 新聞 ･ 雑誌な ど7 8 . 3 % か らが最も多く , 次 い で 養護教諭4 3 . 0 % ,

ア レ ル ギーに

関す る本2 5 . 7 % か ら で あ っ た . 学校栄養職員5 . 2 % ,
学校医2 . 8 % ,

ア レ ル ギ- に 関する講習会1 . 3

% か らはわず か で あ っ た ｡ 郡部の 教員は市部 の 教員よ り養護教諭か らよ り多 ぐ情報を得て お り ( p

< o . o 1) , ア レ ル ギー疾患既往歴 の ある教員,
ア レ ル ギー疾患の 家族が い る教員および ア レ ル ギー

疾患の 子 どもが い る教員は い な い 教員よ りア レ ル ギ ー に関す る本から情報を得る こ とが 多か っ た

( それぞ れp < 0 . 0 1
, p < 0 . 0 5

, p < 0 . 05) ｡ ア レ ル ギー に関す る校内学習会や校内研修会が行わ れ

た こ とが あると回答 した教員は市部 8 名 ( 4 . 7 % ) , 郡部 3 名 ( 1 . 0 % ) とわずか で あ っ た ｡

ア レ ル ギー疾患に 苦しむ子 ども の 数は増加 して きて い る ｡ ア レ ル ギーに 関心 があり ,
ア レ ル ギ

ー

に つ い て 知識を得た い と考えて い る教員は多い が ,
知識の 多く はテ レ ビ ･ 新聞 ･ 雑誌な どか ら断片

的 に得て い た o 学校現場 における ア レ ル ギー児 へ の 支援 マ ニ ュ ア ル を早急に作成する必要が ある｡

Ⅰ . は じめに

ア ト ピ ー性皮膚炎, 鴨息,
花粉症など ア レ ル ギー

疾患を持 つ 児童の 増加 とともに 小学校教員の ア レ ル

ギー疾患児に 対する理解と対応の 必要性 が高く な っ

2 0 0 4 . 8 . 9 受理
*

新潟大学数百人間科学部
* *

新潟大学 教育 人間科学部非常勤講 師

て い る c ア レ ル ギ ー疾患は予防的 な日 常生活に より

症状 の 改善を 図る こ とが- - 義的 な意味を持つ ことか

ら
,
主治医に よる生 活指導を実行す る こ とが大 切で

ある ｡ こ の た め家庭 で も学校で もア レ ル ギー疾患児

を支援する環境が必要で ある｡ 小学校教員が ア レ ル

ギー疾患に つ い て の 正 しい 知識と理解 の もと に ア レ

ル ギー疾患 児に対 応する こ とが求められて い る.｡

著者らは小学校教員の ア レ ル ギ
ー 疾患の 実態を把

握すると ともに , 学校現場 に おける ア レ ル ギ ー疾患
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児 - の 支援 マ ニ ュ ア ル の 作成を 目的に
,
新潟県の小

学校教員を対象に ア レ ル ギ ー

疾患児に対する理解と

対応 の 状況 に つ い て 調 査した ｡ 調査内容は 1 . 調査

対象の 属性
,
2 . 小学校教員 の ア レ ル ギー疾患 の 実

態
,
3 . 小学校教員か ら見た担 任児童 の ア レ ル ギー

の 実態,
4 . 学校給食で の対応,

5 . 担任児童に お け

る ア ナ フ ィ ラ キ シ ー の 実態,
6 . 学級 に おける ア レ

ル ギー児 - の 対応 ,
7 . ア レ ル ギ ー

に 関する知識 の

習得の 7 項目 で ある ｡

第 1 報 ( 小谷ら2 0 0 1) で は項 目 1 ,
2 の 調査対象

の 属性お よび教員の ア レ ル ギ ー 疾患の 実態に つ い て

報告 した ｡ 第 2 報 ( 小谷ら2 0 0 2) で は項目 3
,
6 の

小学校教員か ら見た担任児童 の ア レ ル ギー の 実態お

よび学級に お ける ア レ ル ギー児 - の 対応に つ い て 報

告 した ｡ 第 3 報 ( 小谷ら2 0 0 3) で は項目 3
,
4

,
5 の

食物 ア レ ル ギ ー 児
,
ア ナ フ ィ ラキ シ ー

, 学校給食の

実態と食物ア レ ル ギー児 - の対応に つ い て 報告した c

今回の 第 4 報 で は項目 7 の ア レ ル ギー に関す る知

識 の 習得に つ い て報告する ｡ 特に教員の ア レ ル ギ-

疾患既往歴 あるい は家族と子 どもの ア レ ル ギー疾患

有無が教員の ア レ ル ギ ー

へ の 関心 および知識の 習得

意欲 と の 関連に焦点をあて て 解析 したと こ ろ, 有益

な結果が得られ た の で報告する o

ⅠⅠ. 調査方法

I . 調査対象

新潟県内の 公立小学校に 勤務する教員を対象とし

た ｡ 有効回答数は ′J ＼学校1 2 3 校 ( 市部3 4 校 , 郡部8 9

校) , 教員4 6 0 名 ( 市部1 6 9 名, 郡部2 91 名) , 有効 回

答率は小学校7 3 . 7 % ,
教 員3 1 . 4 % で あ っ た ( 小谷 ら

2 0 01) ｡

2 . 調査方法と調査時期

層別無作為抽出法で 選別 した小学校に調査 の 協力

を依短し, 校長を通 して 担任教員に 回答 し て もら っ

た ｡ 記入後の 調査 用紙は着払 い 返信用封筒に 入れ郵

送 して もら っ た｡ 調査は平成1 2 年 (2 0 0 0 年) 1 0 月 か

ら1 1 月にか け て 実施 した ｡

3 . 調査内容の概要

質問項 目は
,
ア レ ル ギー児増加 の 原因は何だ と思

い ますか ,
ア レ ル ギーに つ い て 関心 があります か

,

ア レ ル ギーに つ い て 知識が ありますか
,
ア レ ル ギー

に つ い て 知識を得たい と思い ます か
,
ア レ ル ギ ー に

関す る知識や情報は どこ か ら得て い ます か
,
ア レ ル

ギ一に関する校内学習会や校内研修会が行われた こ

とが ありますか等に つ い て で あ っ た ｡

4 . 分析方法

ア ン ケ ー ト結果は単純集計 の 接, 項目間 の ク ロ ス

集計を行い , x
2 検定ある い は比率 の差の 検定を行 っ

た ｡

ⅠⅠⅠ. 調査結果

ア レ ル ギーに関する知識の 習得に つ い て新潟県の

小学校教員を対象に尋ね た ｡ 調 査客体は小学校1 6 7

項
,
教員1 4 6 2 名 , 有効回答数は小学校1 2 3 校 , 教員

4 6 0 名
,
有効回答率は ′ト学校7 3 . 7 % , 教員3 1 . 4 % で

あ っ た ( 小谷2 0 0 1) ｡ 単純集計の の ち市部 ･ 郡部別 ,

性別 , 教員の ア レ ル ギ ー 疾患既往歴 の 有無別 , 家族

の ア レ ル ギー疾患有無別, 子 ども の ア レ ル ギ … 疾患

有無別 と の 間で ク ロ ス 集計した と こ ろ興味深い関係

が得られた ( 表 1
,
図 1 - 6 ) 0

な お教員4 6 0 名 の 各項 目にお ける割合は次 の 通 り

で あ っ た ｡ 市部 ･ 郡部別 (市部36 . 7 % , 郡部6 3 . 3 % ) ,

性別 ( 男子2 8 . 7 % , 女 子71 . 1 % ) , 教員の ア レ ル ギ -

疾患既往歴 の 有無 ( あり3 5 . 4 % , 〔あり の 内訳 : 千

どもの 暗か らある3 0 . 2 % , 子 どもの 時はなか っ た が

今はあ る5 6 . 2 % , 子 どもの 時はあ っ た が今は な い

l l . 1 %
,
そ の 他2 . 5 % 〕

,
な し6 4 . 6 %

ノ
) , 家族 の ア レ

ル ギー疾患有無別 ( あり4 4 . 3 % ,
〔ありの 内訳 : 千

ども61 . 3 % ,
父 または 母2 6 . 8 % , 兄弟姉妹い ずれか

2 2 , 1 % ,
夫 または妻1 6 . 6 % , 祖父また は祖母2 . 9 % ,

そ の 他3 . 4タす〕 , な し5 5 . 2 % ) , 子どもの ア レ ル ギー

疾患有無別 ( あり2 7 . 1 % , な し7 2 . 8 % ) o

1 . ア レルギ ー 児増加の主な要因

｢ 現在
,
ア ト ピ ー性皮膚炎, 曝息,

ア レ ル ギー性

鼻炎
,
ア レ ル ギー性結膜炎など の ア レ ル ギー性疾患

をも っ た児童 が増加 して い ますが , 増加 の 主な要因

は何だと思い ますか｣ の 設問 に選択肢 ｢ 遺伝, 食生

活の変化, 住環境の 変化, 大気汚染の 進行
,
精神的

ス ト レ ス の 増加 , そ の 他｣ を設 け
,
複数回答を求め

た ｡

ア レ ル ギ ー児増加 の 要因と して 食生活 の 変化8 2 . 2

% を挙げ る教員が最も 多く
,
次 い で 住環境 の 変化

6 7 . 4 %
′
,
大 気汚染3 5 . 4 % , 精神的 ス ト レ ス の 増加

32 . 2 % , 遺伝2 0 . 9 % で あ っ た ｡ そ の 他 ( 2 2 名) と し

て す べ て の 要因 は同程 度 ( 1 名) , 食品添加物
,
磨

莱,
ガ ビ 防[L 剤, 環境ホ ル モ ンな ど多様な化学物質
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の急増 ( 9 名) , 複合汚染 ( 1 名) , 生活習慣 ( 1 名) ,

抵抗力の 低 F
一

( 1 名) , 親の体内の 変化 ( 1 名) , 乳

児 死亡率 の 低下 ( 1 名) , 電磁波 に よる 免疫力 の 低

下 ( 1 名) , わか らない ( 6 名) が挙げられた ｡

郡部の 教員は市部の 教員より遺伝 ( p < 0 . 05) が
,

女 子教員は男子教員より住環境 の 変化 ( p < 0 . 0 5)

と大 気汚染 の 進行 ( p < 0 . 0 5) が ,
ア レ ル ギー疾患

既 往歴 の ある 教員は な い 教 員より ス ト レ ス ( p <

0 . 0 5) が ,
ア レ ル ギー疾 患の 家族がい る教員はない

教員より遺伝 ( p < 0 . 0 1) と 大気汚染の 進行 ( p <

0 , 0 1) が ,
ア レ ル ギー疾患の 子 どもが い る教員はな

い 教員より住環境 ( p < 0 . 01) が要因と して 有意に

多か っ た ｡ 食生活 の変化に つ い て は い ずれ の 項目間

で 差は認め られ なか っ た ｡

2 . ア レルギ ー

に つ いての関心

｢ ア レ ル ギーに つ い て 関心 がありますか｣ の設問

に
,
やや ある5 0 . 7 % が最も多く ,

次 い で どちらとも

言えな い 2 2 . 0 % で あ っ た ｡ 非常に ある1 2 . 8 % ,
あ ま

りな い 8 . 0 % は少なか っ た ｡

男了一教員は女
`

子教員よ り どちらと も 言え ない ( p

< 0 . 01) が有意に多か っ た｡ ア レ ル ギー疾患既往歴

の ある教員とア レ ル ギー疾患 の 家族が い る教員は こ

れら の な い 教員より非常に 関心 が ある ( p < 0 . 0 1)

が い ずれ も有意に 多く ,
ア レ ル ギー疾患の子 どもが

い る教員はい な い 教員より非常に 関心 が ある ( p <

0 . 0 1) とや や 関心 が ある ( p < 0 . 5) が 有意に少 な

か っ た c 一方こ れ らの ない 教員は ある 教員より どち

らと も言 え な い ( p < 0 . 0 1) ｣ と あま り な い ( p <

0 . 0 5) が 多か っ た ｡

3 . ア レルギ ー

に つ いての知識

｢ ア レ ル ギー につ い て 知識が ありますか｣ の 設問

に , や や ある2 7 . 6 % , どち らと も言 えな い 3 3 . 9 % ,

あ まりな い 2 9 . 8 % と回答 した教員が多く , 非常に あ

る0 , 9 % と全く ない 1 . 3 % は少なか っ た ｡

｢ やや ある｣ に つ い て は教員の ア レ ル ギ - 疾患既

往歴 の 有無で 差 は認 められ なか っ たが ,
ア レ ル ギ ー

疾患既 往歴 の ある教員は な い 教員よ り非 常にあ る

( p < 0 . 0 1) ｣ が有意に 多く ,
どち らと も言 えな い

( p < 0 . 01 ) と あ ま りな い ( p < 0 . 0 5) が有意に 少

なか っ た ｡｡ 家族 や子 どもの ア レ ル ギー疾患有無 で も

同様の 結果で あ っ た ｡ さ らに ア レ ル ギー疾患 の 子 ど

もが い る教員は ない 教員より やや ある ( p < 0 . 0 5)

も有意に多か っ た ｡ 市部 ･ 郡部別および性別による

知識保有の 程度に 差 はなか っ た ｡

4 . ア レルギ ー

に関する知識の習得

｢ ア レ ル ギーに つ い て知識を得たい と思い ますか｣

と の 設問 に ,
や やある5 9 . 8 % が最も多く , 次い で ど

ちらと も言 えな い1 8 . 0 % ,
非 常に ある1 2 . 8 % で あ っ

た .｡

一 方あまり ない1 . 7 % は僅か で 全 く ない はい な

か っ た ｡

性別 で は女 子教員はや や ある ( p < 0 . 0 5) が有意

に 多く , 男子 教員は非常に ある , どちらとも言え な

い
, あま りな い が 多い 傾向で あ っ た ｡ 教員の ア レ ル

ギー疾患既往歴の 有無, 家族の ア レ ル ギ - 疾患有無

お よび子 どもの ア レ ル ギー疾患有無と の 関係を見る

と
,
こ れら の ある教員は非 常に ある とや やあるが多

い 傾向 で ,
どちらと も言えな い と あまりな い が少な

い 傾向 で あ っ た ｡ なお ア レ ル ギ
ー 疾患の 家族が い る

教員は い な い 教員よ り非 常に ある ( p < 0 . 0 5) が有

意に 多か っ た ｡

5 . ア レルギ ー

に関する知識や情報の習得

｢ ア レ ル ギーに 関する知識や情幸酌ま主に ど こ か ら

得て い ますか｣ と の 設問に 選択肢 ｢ テ レ ビ
･ 新聞 ･

雑誌な ど, ア レ ル ギーに関する本, 養護教諭, 学校

医, 学校栄養職員,
ア レ ル ギ

ー

に関する講習会,
そ

の 他｣ を設 け 3 つ 以内の 複数回答を求めた o

知 識や情報の取得源と して テ レ ビ ･ 新聞 ･ 雑誌な

ど7 8 . 3 % が最も多く ,
次 い で 養護教諭4 3 . 0 % ,

ア レ

ル ギー に関する 本2 5 . 7 % で あ っ た ｡ 学校栄養職員

5 . 2 % , 学校医2 . 8 % ,
ア レ ル ギ

ー

に 関する 講習会

1 . 3 % はわずか で あ っ た ｡ そ の他3 9 名と して 医者2 6

名 ( 子 ども の 主治医 8 名, 自分や家族の か かり つ け

の医師 5 名, 小児科医 ･ 医師 ･

医者 ･ 病院など1 3 名) ,

ア レ ル ギー児の 保護者 4 名 ( ク ラ ス の ア レ ル ギ ー 児

の 保護者 3 名,
前任校の 子 どもの 保護者 1 名) , 衣

族 ･ 親戚 ･ 友人な ど 6 名 (妻 の 元担任 した ク ラ ス に

ア レ ル ギー体質の 子がい た の で 1 名,
ア レ ル ギー の

妹か ら 1 名, ア レ ル ギ ーを持 っ た友人な どか ら 3 名 ,

ア レ ル ギ ー の 人 の 話を 聞 い て 1 名) , そ の 他 3 名

( 食 ･ 環境に 関する講演会な ど 1 名,
イ ン タ

ー

ネ ッ

ト 1 名,
ま っ たく得 て い な い 1 名) が挙げられた ｡

郡部 の教員は市部の 教員より養護教諭 ( p < 0 . 0 1)

と学校医 ( p < 0 . 0 5) か ら情報を得る こ とが 有意に

多く , 女子教員は男子教員よりテ レ ビ ･ 新聞 ･ 雑誌

など ( p < 0 . 01) や ア レ ル ギーに 関す る本か ら情報

を得る こ とが 多か っ た ｡

教員の ア レ ル ギ ー 疾患既往歴 の 有無, 家族の ア レ

ル ギー疾患有無および子どもの ア レ ル ギ
ー 疾患有無

と の 関係を 見ると ,
こ れ ら の ある教員はな い 教員よ
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り ア レ ル ギーに関する本から情報を得る こ とが有意

に多く ( それぞ れp < 0 . 0 0 1
, p < 0 . 0 5

, p < 0 . 0 5) ,

養護教諭 から情報を得る こ と が 有意に 少 なか っ た

( それ ぞれp < 0 . 0 5
, p < 0 . 0 0 1

, p < 0 . 0 1) ｡ 子 ども

の ア レ ル ギー疾患が ない 教員はあるな い 教員より養

護教諭に 加 えて 学校栄養職員 ( p < 0 . 0 5) か ら情報

を得る こ とが多か っ た ｡

6 . ア レルギ ー

に関する校内学習会 ･ 研修会の 開催

｢ ア レ ル ギ ー

に 関する校内学習会や校内研修会が

行われた こ とがありますか ｡ ｣ と の 設問に, な い と

回 答 した 教員 は9 0 . 7 % と 多 か っ た o あ る は1 1 名

( 2 . 4 % ) で そ の 内訳 は市部 8 名 , 郡部 3 名, な い

が今後行う予定が 3 名 ( 0 . 7 % ) で そ の 内訳 は市部

1 名, 郡吉E 2 名 で あ っ た ｡

そ の 他 ( 4 名) と して , 説明会程 度の もの はある

( 市部 1 名) , 研修ほ どで もな い が話 し合い を持 っ

た ( 郡部 1 名)
,
講習会の 資料が回覧された ( 郡部

1 名)
,
養護教諭か らプ リ ン ト配 布が あ っ た ( 郡部

1
}

f l) の 記述が あ っ た ｡

7 . ア ン ケ
ー トに対する意見 ･ 感想

ア ン ケ ー ト の 最後に ア ン ケー トに対す る意見や感

想の 記述を求めたと こ ろ
,
多く の 教員から示唆に富

ん だ意見を いた だいた( 付表) . 意見 ･ 感想は付表1 ,

教員自身の ア レ ル ギー体験か ら , 付表 2 . 了一ども の

ア レ ル ギーを通 じて
, 付表 3 . 学校 ･ 学級 の 児童の

様子 から
,
付表 4 . 食物 ア レ ル ギー ･ 学校給食で の

対応
, 付表 5 . 学校 ･ 教員と して の 対応, 付表 6 . ア

レ ル ギーに つ い て の 関心 ･ 理解 ･ 知識など
, 付表 7 .

ア レ ル ギ ーな ど つ い て の 意見や 感想に類型化 した ｡

Ⅳ . 考 察

産業の 高度な発達と住環境や生活様式の 変化は環

境汚染物質の 増加 , 質的変化をもたら し, 精神 的 ス

ト レ ス の 増加 をもたら した .｡ ま た ,
こ れ に伴 う食生

活 の 変化は著 しい 食品の 質的変化をもた ら し, こ れ

が生活習慣病や ア レ ル ギ ー

と い う面で の 人 の 陛康に

重大な影響を及 ぼ して い る ｡ 私たち の 身の 回りには

適応で きな い ほ どの 急激 な変化が 起 こ り つ つ あ る

( 鳥居1 9 9 0) ｡

日 本を含め 世 界中で ア レ ル ギ ー疾患 に 苦しむ子 ど

もの 数は増加 して きて い る ｡ ア レ ル ギー ′反正こは遺伝

的に起こりやすい 人とそ う で ない 人がおり
, 今ま で

は遺伝的に ア レ ル ギ ーを発症 する要 因がありなが ら

発症 しなか っ た場 合が多か っ たが
,
多くの 要 因の 変

化に より発症す るように な っ たと解釈されて い る ｡

要因と して ,
(五大気汚染の 増加 : 産業の 高度な発

達 で 工 場か らの 煤煙 , 自動車や バ イ ク の 排気ガ ス な

ど中の 粒子状物質や 層硫酸ガ ス S O 2 , 窒素化合物N

O
x , ②住環境 の 変化 : 非 木造化 ･ ア ル ミ サ ッ シ の

普及に よる住宅の 気密化か ら
,
ガ ス レ ン ジ

,
タ バ コ

,

石油 ス トー ブ
,
合板 の接着剤など室内汚染物資や ダ

ニ
,
カ ビ な どア レ ル ゲ ン の 増加 , 杉 の 植林に よる杉

花粉 の増加 ｡ 高層住宅 の増加か ら学童の 屋外で の 運

動量低下 ･ 基礎体力低 下な ど, ④食生活の 変化 : 負

生活 の 欧米化に よる動物性 タ ン パ ク 質と動物性脂質

の 増加, 過剰栄養, 農薬 ･ 食品添加物 の 増加
,
母乳

栄養の減少な ど
, ④肉体的 ･ 精神的 ス ト レ ス の 増加

に より免疫系が正常に働か なく なるな どが挙げ られ

て い る｡

上述の ようにさま ざま な要因が ア レ ル ギー児の 増

加に 関g - して い るが , 本調査 で 人部分 の 教員は食生

活の 変化を挙げて い た ｡ 特に ア レ ル ギー疾患 の 子 ど

もがい る教員は住環境の 変化を挙げる率が高か っ た ｡

こ れ ら の 結果から
,
多く の教員は グ ル メ 噂好 , 食品

添加物や農薬 の 問題な どが私 た ちの 体に悪影 響を与

えて い ると感 じと っ て い るもの と思われ る｡ ア レ ル

ギー疾患の 子 どもが い る教員は, 日常的に ア レ ル ギー

予防策と して部屋 を清潔に したり換気に気を使 っ た

りして いる こ とが多い ためと考えられるo ア レ ル ギ ー

児増加 の 要 因と して 遺伝を挙げる教員が 2 割近くお

り
,
郡部の 教員や ア レ ル ギー疾患の 家族が い る教員

はより多く遺伝を考えて い た こ とは , 今後の ア レ ル

ギーに関する学習課題ある い は研修課題と なると考

えられる ｡

約 6 割強の 教員は ア レ ル ギ ーに 関心 が ある ｡ ア レ

ル ギ ー疾患既 往歴 の ある教員約3 . 5 割 ,
ア レ ル ギ ー

疾患の 家族が い る教員約4 . 4 割 から考えると教員自

身にア レ ル ギ ー既 往歴がなくて もまた ア レ ル ギ - 疾

患の 家族が い なく て も ア レ ル ギ ーに 関心 の ある 教員

がか なりい る こ と が 分り心弓卦∴､ ｡ しか し関心 はあ っ

て も ア レ ル ギーに つ い て知 識が あると思 っ て い る教

員は約2 . 8 割に す ぎず ,
知識を得た い と考え て い る

教員は約7 . 4 割にもの ばる o 特 にア レ ル ギー疾患 の

家族 ( 子 どもを含む) が い る教員は非常に 知識を得

た い と 考えて おり
,
切実∠善が大き い こ とが分る .｡. ア

レ ル ギ ーに 関する知識や情報は圧倒的 に テ レ ビ ･ 新

聞 ･ 雑誌な ど マ ス メ デ ィ ア に よる断片的なも の を得

る こ と が多く ,
よ り正確に また系統的に学 べ る ア レ

ル ギーに 関する本か ら得る こ とが 少な い . 但 し ア レ



･ト学校数貝の 7 レ ル キー児に対する理解と対応

ル ギ - 疾患既往歴 の ある教員や ア レ ル ギー疾患の 家

族がい る教員はア レ ル ギーに関する本か ら正確な知

識や情報を得て い た .｡ こ れ は必要 に迫られて い る た

めと 言え よう.｡

養護教諭か ら知識な どを得て い る教員は比較的多

い ｡ 特に 男子教員, ア レ ル ギー疾患既 往歴 の ない 教

員,
7 レ ル ギ - 疾患 の 家族が い な い 教員が多い こ と

は今後の 養護教諭 の 役目と して注目 したい ｡

ア レ ル ギ ーに 関す る校内学習会や校内研修会はわ

ずか しか行わ れ て い な い こ とが分 っ た ｡ 市部は郡部

に 比 べ 多く行わ れて い る こ とも分 っ た ｡ しか し今回

の 回答 を詳細に 検討 した と こ ろ , 同 じ学校の 教員間

で 回答 が
一

致 して い ない 点が気にかか っ た｡ すなわ

ち同
一 校 で数人回答を寄せ て い ただ い た が, い ずれ

の 学校で もそ の 中の 1 名は行われて い る と回答した

が残りの教員はす べ て 行われて い ない との 回答で あ っ

た ｡ 同 -
-

校 で も情報の 得方は教員に より異なると解

釈し寄せ られた回答はそ の まま集計した.｡

今回 の 調査 で TTJA部教員の蘇り1 1 % , 郡部教員の 2 -

4 % が無回答で あ っ た ｡ こ れは ア ン ケ ー ト の 仕方に

問題点があ っ たた めと深く反省して い る ｡ 今後ま ぎ

らわ しい 設問を無くす 方向で 検討を進めなければ と

考えて い る ｡

Ⅴ . お わりに

今の 学校で は ｢健康｣ ばかりを目指して い て ｢病｣

と共 に 生 きる こ とに つ い て 教え る こ とが少ない ｡ そ

の ため ア ト ピ ー性 皮膚炎の 児童 が差別されて い る こ

とが 多い ｡ 教員は ア レ ル ギ - 児が い じめや仲間はず

れに な らない よう ク ラ ス の 児童に 理解を求める必要

がある ｡ 教員の ア レ ル ギ ー

に対す る関心や知識 が少

な い と 児童 たちに ア レ ル ギ ー児が つ ら い 立場 に い る

こ とを理解させ 繋 い ｡ 幸 い , 本調査で 多く の教員が

ア レ ル ギ ー に 関心を持 っ て おり ,
ア レ ル ギーに つ い

て 知識を得た い と考えて い る こ とが分 っ たc また養

護教諭か ら知 識を得て い る教員も 多い o ア レ ル ギ ー

に 関す る学 習会な どはわず か で は ある が開催され て

い る ｡ こ れを足がか りに さらに多く の 学校で 開催さ

れる よう働きか けた い o そ の た めに は ア レ ル ギー疾

患児 へ の 支援 マ ニ ュ ア ル の 作成が急務と考えて い る .｡

要 約

新潟県の ′ト学校教員を対象にア レ ル ギーに関する

知識 の 習得に つ い て の 調査を実施 し, 以 F
:
の 結果が

第 4 報 ア レ ル ギーに関す る知識の 習得 91

得られた.｡

( 1) ア レ ル ギ ー

児増加 の 要因 と して ( 複数回答) , 負

生活 の変化8 2 . 2 % を挙げる教員が最も多く ,
次 い

で 住環境 の 変化6 7 . 4 % , 大気汚染3 5 . 4 % , 精神的

ス ト レ ス の 増加3 2 . 2 %
,
遺伝2 0 . 9 % で あ っ た ｡ 女

子お よび ア レ ル ギー疾患の 子 どもが い る教員は男

子 および ア レ ル ギ ー疾患の 子 どもの い な い 教員よ

り住環境 の 変化を より多く 挙げた ( p < 0 . 0 5
, p <

0 . 0 1) ｡

(2) ア レ ル ギー に関心 の ある教員は6 3 . 5 % で , 女子教

員は男子教員より関JL ､ が高い傾向 で あ っ た ｡ また

ア レ ル ギ - 疾患既往歴 の ある教員,
ア レ ル ギ ー 疾

患 の ある家族がい る教員はない 教員よ り有意に関

心 が高か っ た ( p < 0 . 0 1).｡

(3) ア レ ル ギーに つ い て 知識が あると思う教員は2 8 . 5

% ,
ど ちらとも言えな い 3 3 . 9 % , あ ま りない 2 9 . 8

% で あ っ た｡

(4) ア レ ル ギーに つ い て 知識を得た い と考えて い る教

員は7 3 . 5 % で あり , 特に ア レ ル ギ - 疾患 の 家族が

い る教員はい な い 教員より知 識を得る こ とを強く

望ん で い た ( p < 0 . 0 5) ｡

(5) ア レ ル ギーに関する知識や情報は, テ レ ビ
･ 新聞 ･

雑誌な ど7 8 . 3 % か らが最も多く ,
次 い で 養護教諭

4 3 . 0 % ,
ア レ ル ギーに 関す る本2 5 . 7 % か ら で あ っ

た ｡ 学校栄養職員5 . 2 % ,
学校医2 . 8 %

,
ア レ ル ギ -

に 関する講習会1 . 3 % か らはわずか で あ っ た ｡ 郡

部 の教員は市部の 教員より養護教諭か らよ り多く

情報を得て おり ( p < 0 . 0 1) , ア レ ル ギ ー疾患既

往歴 の ある教員,
ア レ ル ギー疾患の 家族や 子 ども

が い る教員はい ない 教員より ア レ ル ギーに 関する

本か ら情報 を得る こ とが 多か っ た ( p < 0 . 0 1
, p

< o . o 5
, p < 0 . 0 5) ｡

(6) ア レ ル ギー に関す る校内学習会や校内研修会が行

わ れた こ と があると回答 した教員は市部 8 名 ( 市

部 教員の 4 . 7 % ) , 郡 部 3 名 ( 郡部教員の 1 . 0) と

わずか で あ っ た ｡

ア レ ル ギ ー疾患に 苦しむ子 ども の 数は増加 して き

て い る ｡ ア レ ル ギ - に 関心 があり ,
ア レ ル ギーに つ

い て 知識を得た い と考えて い る教員は多い が ,
知 識

の 多く はテ レ ビ ･ 新聞 ･ 雑誌な どか ら断片的に得て

いた .｡ 学校現場におけるア レ ル ギ ー児 - の支援 マ ニ ュ

ア ル を早急に 作成する必要がある ｡

稿を終えるに当た りア ン ケ
ー ト調査 に ご協力い た

だきま した新潟県の 小学校教員の 方々 に 深く感謝申

し上 げます ｡
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- 2 9 1

市 部 n
- 1 6 9

1- 2 市部
･ 郡部別

そ の 他

ス ト レ ス

大気汚染

住環境

食生活

遺伝

0 20 4 0 6 0 8 0 1 0 0

割 合( % ) 既往歴な し n - 2 9 9

既往歴あり n - 1 6 1

ト4 教員の アレルギ
ー

疾患既往歴 の 有無別

そ の 他

ス ト レ ス

大気汚染

住環境

食生活

遺伝

0 2 0 4 0 6 0 8 0 1 0 0

割 合( % ) 子ども歴なし n - 1 25

子ども歴あり n - 3 35

ト6 子 ど もの ア レ ル ギ
ー 疾患有無別

*

p < o . o 5
,

* *

p < 0 . 0 1
,

* * *

p < 0 . 0 0 1

図1 ア レルギ ー 児増加の主な要因は何だと思いますか (複数回答)

遺伝, 食牛括: 食生活の変化 住環竜: 住環境の変化 大気汚染: 大気汚染の進行, ス ト レ ス : 精神的スト レ ス の増乱 その他

既往歴: 教員の ア レ ル ギー疾患既往歴, 家族歴: ア レ ル ギー嬢患の家族歴, 子ども歴 : ア レル ギー疾患の こども歴



9 4

無回答

全くない

あま りな い

どちらとも
言えな い

や やある

非常にある

新潟大学教育人間科学部紀要 第 7 巻 第 1 号

0 20 4 0 6 0 8 0 1 0 0

割 合( % ) n
- 4 6 0

2- 1 ア レルギーにつ い て の 関心

無回答

全くない

あま りない

どちらとも

言えない

やや ある

非常にある

2-3 性別

無回芥

全くな い

あま りな い

どちらとも
言えない

やや ある

非常にあ る

0 20 4 0 6 0 8 0 1 0 0

割 合( % 二) 女子 n - 3 2 7

男子 n
- 1 3 3

0 2 0 4 0 6 0 8 0 1 0 0

割 合( % ) 家族整 な し n - 2 55

家族匿 あ り n - 2 05

2- 5 家族の アレルギ
ー 疾患有無別

無回答

全くない

あま りない

どちらとも
言えない

やや ある

非常 にある

0 2 0 4 0 6 0 8 0 1 0 0

割 合( % ) 郡部 n - 2 9 1

市 部 n
- 1 6 9

2- 2 市部
･ 君陀閉り

無回答

全くない

あま りな い

どちら とも
言えない

や や ある

非常にある

0 2 0 4 0 6 0 8 0 1 0 0

割 合( % ) 既往歴なし n - 2 99

既往歴あり n -

1 6 1

2- 4 ア レル ギ
ー

疾患既往歴 の有無別

無回答

全く な い

あまり ない

どちら とも
言えない

や やある

非常に ある

0 20 4 0 6 0 8 0 1 0 0

割 合( % ) 子ども歴なし □ - 12 5

子ども歴あり n - 3 35

2- 6 子 どもの ア レルギー疾患有無別

*

p < o . o 5
,

* *

p < 0 . 0 1
,

* * *

p < 0 . 0 0 1

図2 ア レルギ ー

に つい て関心がありますか

既往歴 : 教員のア レ ルギー疾患既往歴, 家族歴 : ア レ ルギー疾患の家族藍 子ども歴: ア レル ギー疾患のこども歴



小学校教員の ア レ ル ギー児に対する理解と対1右 第 4 報

無回答

全くな い

あま りない

どち らとも
言 えない

やや ある

非常にある

0 20 4 0 6 0 8 0 1 0 0

割 合( % ) n
- 4 6 0

3- 1 ア レルギ
ー につ い ての知識

無回答

全く ない

あまり ない

どちらとも

言 えない

や やあ る

非常にある

3-3 性別

無回答

全くない

あま りない

どちらとも

言え ない

や や ある

非常に ある

0 20 4 0 6 0 8 0 1 0 0

割 合( % ) 女了一 n - 1 3 3

男 子 n -

3 2 7

0 2 0 4 0 6 0 8 0 1 0 0

割 合( % ) 家族歴な し n - 2 5 5

家族歴あ り n - 2 0 5

3- 5 家族の ア レ ルギー疾患有無別

無回答

全くない

あまりない

どちらとも

言えない

や やあ る

非常にある

ア レ ル ギーに関する知識の 習得 9 5

0 2 0

3- 2 市部
･ 君陪隅J

無回答

全くない

あま りない

どちらとも

言 えな い

や やある

非常にある

4 0 6 0 8 0 1 0 0

割 合( % ) 郡 部 n
- 2 9 1

市 部 n
- 1 6 9

0 2 0 4 0 6 0 8 0 1 0 0

割 合( % ) 既往歴な し n - 2 9 9

既往歴あり n - 1 6 1

3- 4 ア レルギ
ー 疾患既往歴の有無別

無回答

全くない

あま りない

どちらとも

言えな い

やや あ る

非常にある

0 20 4 0 6 0 8 0 1 0 0

割 合( % ) 子ども歴なし n - 1 25

子ども歴あり n - 335

3- 6 子 ど もの アレルギー疾患有無別

*

p < o . o 5
,

* *

p < 0 . 0 1
,

* * *

p < 0 . 0 0 1

図3 アレルギ
ー

に つ いて知識がありますか

既往歴 : 教員の ア レ ル ギー疾患既往歴∴家族暦: ア レ ル ギー疾患の家族歴, 子ども歴 : ア レル ギー疾患の こども歴



9 6

無回 答

全くない

あまりない

どちらとも
言えない

や やある

非常にある

新潟大学教育人間科学部紀要 第 7 巻 第 1 号

0 20 4 0 6 0

割 合( % )

4-1 7 レル ギ
- に関する知識の習得意欲

無回答

全くない

あまりない

どちらとも

言えない

や やある

非常にある

4- 3 性別

全くない

あま りない

どちらとも
言えない

や やあ る

非常にあ る

8 0 1 0 0

n
- 4 6 0

0 2 0 4 0 6 0 8 0 1 0 0

割 合(潔) 女子 n - 32 7

男子 n
- 1 3 3

0 2 0 4 0 6 0 8 0 1 0 0

割 合( % ) 家族歴な し n - 2 5 5

家族麿 あ り n - 2 0 5

4- 5 豪族のアレルギ
ー 疾患有無別

無回答

全くない

あま りない

どちらとも

言えない

やや ある

非常 にある

0 2 0

4- 2 市部 ･ 郡吉相り

無回答

全くない

あま りない

どちらとも

言 えない

や やある

非常にある

40 6 0 8 0 1 0 0

割 合( %) 郡 部 n
- 2 9 1

市 部 n
- 1 6 9

0 2 0 4 0 6 0 8 0 1 0 0

割 合( % ) 既往歴な し n - 2 9 9

既往歴あり n - 1 6 1

4- 4 アレ ルギ
ー

疾患既往歴 の有無別

無回答

全くない

あまりない

ど ちらとも
言えない

や やある

非常に ある

0 20 4 0 6 0 8 0 1 0 0

割 合( % ) 子ども歴なし n - 1 25

子とも歴あり n - 335

4- 6 子 ど もの アレルギー疾患有無別

*

p < 0 . 0 5
,

* *

p < 0 . 0 1
,

* * *

p < 0 . 0 0 1

図4 ア レルギ ー

に つい て知識を得た いと思いますか

既往歴 : 教員の ア レルギー疾患既往歴
,
家族歴: 7 レ ル ギ- 疾患の家族歴, 子ども歴: ア レ ルギー疾患のこども歴



小学校教員の ア レ ル ギー児に対する理解と対姑 第4 報 ア レ ル ギーに関する知識の 習得 9 7

そ の 他

講習会

栄養職員

学校医

養護教諭

本

テ レ ビ

0 2 0 4 0 6 0 8 0 1 0 0

割 合( % ) n
- 4 6 0

そ の 他

講習会

栄養職員

学校医

養護教諭

本

テ レ ヒ

0 2 0 4 0 6 0 8 0 1 0 0

割 合( %) 郡部 n
- 2 9 1

市部 n
- 1 6 9

5- 1 7 レル ギ
一 に関する知識や情報( 3 つ 以内の複数回答) 5-2 市部

･ 君陪閉り

そ の 他

講習会

栄養職員

学校医

養護教諭

本

テ レ ビ

5-3 性別

そ の 他

講習会

栄養職員

学校医

養護教諭

本

テ レ ビ

0 2 0 4 0 6 0 8 0 1 0 0

割 合( % ) ~女子 n
- 1 3 3

男子 n - 3 2 7

0 2 0 4 0 6 0 8 0 1 0 0

割 合( % ) 家族歴な し n - 2 5 5

家族歴あり n - 2 0 5

5- 5 家族の アレルギ
ー

疾患有無別

そ の 他

講習会

栄養職員

学校医

養護教諭

本

テ レ ヒ

0 2 0 4 0 6 0 8 0 1 0 0

割 合( % ) 既往歴 な し n - 2 9 9

既往歴あり n - 1 61

5- 4 ア レルギ
ー

疾患既往歴の 有無別

そ の 他

講習会

栄養職員

学校医

養護教諭

本

テ レ ヒ

0 2 0 4 0 6 0 8 0 1 0 0

割 合( % ) 子ども歴なし n - 12 5

子ども歴あり n - 3 35

5- 6 子 ど もの 7 レルギ
ー

疾患有無別

*

p < o . o 5
,

* *

p < 0 . 0 1
,

* * *

p < 0 . 0 0 1

図5 ア レルギ
ー

に関する知識や情報は主にどこから得ていますか( 3 つ以内の複数回答)

既往歴 : 教員の ア レ ル ギー疾患既往歴, 家族歴: ア レル ギー疾患の家族歴, 子ども歴: ア レ ルギー疾患の こども歴



9 8

無回答

そ の 他

今後行う
予定

ない

ある

新潟大学教育人間科学部紀要 第 7 巻 第 1 号

0 20 4 0 6 0 8 0 1 0 0

割 合( % ) n
- 4 6 0

6- 1 ア レルギ
ー に関する校内学習会や校内研修会

0 2 0 4 0 6 0 8 0 1 0 0

割 合( % ) 郡 部 n
- 2 9 1

市 部 n
- 1 6 9

6 - 2 市部 ･ 君陪隅J

*

p < 0 . 0 5
,

* *

p く0 . 0 1
,

* * *

p < 0 . 0 0 1

図6 ア レルギ ー に関する校内学習会や校内研修会が行なわれた こ とがありますか

今後行う予定 : ｢ な い が今後行う予定｣ の こ と
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1 0 0 新潟大学教育人間科学部紀要 第 7 巻 第 1 号

付表 アンケ
ー

トに対する意見 ･ 感想

付表 1 教 員自身の ア レ ル ギー体験 か ら

● 自 分 自 身 が こ の ご ろ 果 物 に 対 し て 異 常 な ほ ど ア レ ル ギ ーを 示

す よ う に な っ た の で , そ の 原 因 を ま ず は っ き り させ た い ｡ ､

● 自 身 に 毒j稀 疹 が 出 来 て か ゆ く な る 時 が 時 々 あ り ま す () 子 ど も

に つ か ま れ た 時 , と て も 寒 い 時 な ど で す o 子 ど も と遊 ぶ 中 で 少

し苦 痛を才啓 じる 時 が あ り ま す c
,

● 自 分 も 7 ト ピ ー 性 皮 膚 炎 で 子 ど も の 頃 は 夜 も 眠 れ な い こ と が

あ り ま した
｡ 現 在 は 運 動 , 食事, 睡 眠 な ど 規 則 正 しい 生 活 を 心

が け る こ と で だ い ぶ よ く な っ た よ う で す ｡ ( ス ト レ ス がT留ま る

と 出 て く る が) ｡ 何 が 原 因 で ア レ ル ギー が 増 加 し て い る か は 分

か り ま せ ん が
,
社 会 の 生 活 に す べ て 合わ せ る の で は な く . 自分

の L if e S t y le を し っ か り 確 立 し て い く こ と も 大 切 か な と思 い ま

す , 今 後 も 色 々 勉 強 して い き た い と 思 っ て い ま す くつ

● ひ ど い ア ト ピ ー性 皮膚 炎 だ っ た 私 は ス テ ロ イ ド 系 の 薬を｣上め ,

玄 米 薬 食 中 心 の 自然 食 に 転 換 す る こ と に よ り
,
1 年 程 度 で ほ ぼ

全 快 しま した ｡ 医 者 か ら 7 レ ル ゲ ン と し て - ウ ス ダ ス トを 第一
に 挙 げ ら れ て い た の で す が

-

こつ
ア レ ル ギ ー に つ い て は もち ろ ん ,

昨 今 の 子 ど もた ち の 精神 的 な 荒 れ に 関 し て も 食生 活 の 影 響 が 最

も 注 目 さ れ る べ きだ と思 い ま す c , そ の 点 で1 9 9 7 年 米 上 院 の
"

マ

ク ガ バ ン レ ポ ー ト
''

や 福 山 市 立 女･子 短 大 の 鈴 木 教 授 の 研 究 は 示

唆的 だ と 考 え ます o

` `

栄 養 素 の バ ラ ン ス
"

ば か り で は な く
, 蘇

加 物や 化 学 調 味 料 , 残 留 農 薬, 化 学 肥 料 等 の 負 の 作 用 等 も考 慮

した 栄 養 学 ･

食 育 が , 私 た ち 大 人 に 必 要 な の で は な い で し ょ う

か ｡

● 自分 が 数 年 前 か ら ス ギ花 粉 症 に な り ,
3 月

･ 4 月 の つ ら さ が

切 実 な の で ( 集 中 力 , 判 断 力 の 低 下 , 冒 , 鼻 , 甘僕の 症 状) ア レ

ル ギー に 関 し て は 関 心 が 高 い で す ｡ 何 と か な らな い 物 か と思 っ

て い ま す ｡ ( 特 効 薬 が 出 来 る こ と を 期 待 し て い ま す) o 子 ど も

た ち に も 多 く 見 られ る の は
,
非 常 に 気 の 毒 だ と 思 い ま す ｡ 学 校

で も 配 慮 で き る こ と は 出 来 る だ シナ して
, 負 担 を

.

(残 ら し て あシヂた

い と 思 っ て い ま す 〔)

● 私 自 身 も ア レ ル ギ ーを 持 つ も の で す か ら 少 な か ら ず 関 心 が あ

り ま す
｡ 今 後 , 配 藩 を 有 す る 児 童 が ま す ます 結 え る と 予 想 され

る と 思 う と, 知 識 を 得 た い と 思 い ま す ｡ ご 苦 労 様 で す ｡ よ ろ し

くお 院賀し､ し ま す
｡

付表 2 子 ど もの ア レ ル ギ ー

を 通 じ て

● 自分 の 子 3 人 の う ち 2 人 が ゼ ス ラ ン
,
ペ ミ ラ ス ト ソ 等 の 薬 と

長 い 付 き 合 い で す ｡ 曝 息 症 状 は 大 き く な る に つ れ れ 問 題 な く な

り ま した が, 日 常 生 活 で い く ら式戎重盗等 清 薄け= し て も き り が な い

と 悩 み ま した ｡ 何 故 ,
ア レ ル ギー症 状 をi碗 ら す た め 定 期 的 に 病

院 に か か ら な け れ ば な ら な い 状 況 に な る の か 納 得 で き な い ( わ

か ら な い ま ま) 通 い 続 け て い た こ こ 数 年 で す ｡

･ 娘 が ア ト ピ ーに な っ て か ら調 べ る よう に な り ま した ｡ 同 じ悩

み の お 母 さ ん 方 と も 話を しま した ｡ う ち の 保 育 園二在 園 中, 調 味

料 持 ち 込 み で 完 全 大 豆 除 去 の 給 食を 作 っ て く だ さ り
,
と て も 助

か り ま した
o
産 後 職 場 復 帰 で き た の も 理 解 の あ る 職 員が い ら っ

し ゃ っ た お か げ な の で す
｡

● 現 在2 0 歳 に な る 息 子 が ひ ど い ア ト ピ - で , 色 々 な 本 を 読 ん だ

り, 医 療 機 関 も複 数 掛 か り ま した が
, 今 も 完 治 し て い ま せ ん ｡

し っ か り した 情 報 が 無 く , よ っ て 治療方法 も 色 々 で 今 で も し っ

か りi台 し て あ与ブな く て 悪 か っ た と 思 っ て い ま す ｡

● 現 在‡日∴任 し て い る児 童 に は , 食物 ア レ ル ギー は い な い が, 二

男 が 卵 や 鳥 肉 を 食 べ る と ア レ ル ギーーが 出 る こ と が あ り , 興 味 の

あ る 話 で す ｡ 医 師 は 全 て 取 り 除 く の も よ く な い と の お 考 え で ,

食 べ さ せ て お り ま す ｡ 成 長 と と も に , 回 数 は 少 な く な っ て き て

い ます が-･ ど ん な も の な の で しょ う かて=) ア レ ル ギ ー が あ る の に ,

本 人 は 卵 大 好 き で す ｡

● ごく 最 近 我 子 が 初め て ロ最 良 の 発 作 を 起 こ した 事 , ま た , 自分

自身 の 体 調 も 崩 した こ と か ら, ア レ ル ギ ーに 強 い 関 心 を 持 つ よ

う に な り ま した
｡
そ う な っ て 初 め て 自 分 の ク ラ ス の[構息 の 子 へ

の 配 慮 の 不 足 を 感 じ て い ます ｡ 体 調 が 悪 い 場 合, 清 掃 な ど は し

な い 方 が 良 い の で は な い か 等 , 気 が か り な こ と も い く つ か あ り

ま す o l呆 護 老 の 方 と う ま く 連 携 し て T一供 た ち が よ り よ い 学 校 生

活 を 送 れ る よ う こ の ア ン ケ-ート が 少 しで も お 役 に 立 て た ら と顧 1

て い ま す ｡

付表 3 学校 . 学級 の 児 童 の様 子 か ら

● 昔 は そ ん な 子 は 周 り に い な か っ た ( 自 分 が 子 ど も の 時) な の

に 今 は もう 学 級 の 半 分 が ア ト ピ- , ア ト ピ ー, ア ト ピー で す !

こ れ は 日 本 だシナな の で し ょ う か ? 世 界 的 な 現 象 な の で し ょ う か ?

● ア レ ル ギー の あ る子 が だ ん だ ん 増 え 症二伏が 重 く な っ て い る よ

う な 気 が して な らな い ｡

● 実 際 に ア レ ル ギ- ( 食物) を 持 つ 児 童 を 担 任 した こ と が な い

た め 末 記 入 が 多 く て す み ま せ ん ｡

● 重 度 の ア レ ル ギ ー の 人 や 子 ど も と 今 ま で才妾す る機 会 が 無 か っ

た の で あ ま り ア ン ケ ー ト に は っ き り こ た え られ な か っ た ｡
● ま だ 症 状 の 重 い 子 ど も に 会 っ て い な い の で - 意識 が 薄 く ｡ い

た ら思 い っ き り 配 慮 す る 覚 悟 で す c
,

付 表 4 食物 ア レ ル ギー ･ 学 校給食で の 対応 な ど

● 妻 が 栄 養 士 な の で 食に 関 して の ア レ ル ギ ー に は 関 心 を 持 っ て

い ま す (,
や は り

, 安 全 な 食 べ 物 を 子 ど も に三景供 した い も の で す

ね
｡

● 3 歳 ま で に 胃 を 守 りた い と, 牛 乳 毎 日 を ロ＼ か え ま した ｡ 世 の

中 は - 歳 過 ぎ か ら3 0 0 c c - 4 0 0 c c の 牛 乳 を 進 め て い ま す ｡ そ れ で

い い の で し ょ う か
｡
ア レ ル ギー- 体 質を 作 る こ と に つ な が る の で

は ｡

● 今 ま で 人 質 が 経験 して い な い 食生 活環項二の 中で 暮 ら し て い る ｡

急 に 全 世 代 の 人 と違 う 栄 養 多過 ( 消 化 不 良) の 食 生 活 で よ い の

だ ろ う か ｡

● 今 年 か ら 7 レ ル ギ - の 子 ど も - の 特 別 メ ニ ュ - ( 調 味 料 無 し

サ ラ ダ な ど) を 始 め ま した c , 学 校 も 担 任 も 初 め て の讃蓬験 で す の

で 戸 惑 い い も あ り ま す が , イ呆護 者 の 意 向 を 聞 き, 出 来 る 限 り 対

応 し よ う と努 力 し て い ま す ｡ 今 は 学 校 に 二 人 ( 一年 生) で , 級

外 の 先 生 が 補 助 に つ く こ と が 出 来 ます が
,
今 後 複 数 字 年

,
ク ラ

ス に 渡 っ て 増 え て く る と 対 応 が費臣しく な る こ とが 考 え られ ま す ｡

他 の 機 関 か ら で も 補 助 の 人 が 来 て く れ る と 助 か る と 思 い ま す ｡

● 前 任 校 で ア ト ピー の 子 が 急 変 し, す ぐ に 医 者 に 行 っ た 方 が よ

い と 保 護 者 に 連 絡 した ｡
そ の 日 の う ち に 入 院 が 決 ま り ア ト ピ ー

に 詳 しい 病 院 だ っ た た め に ( 通 院 して い た と こ ろ で な い 病 院 に

して も ら っ た) 死 に い た ら な か っ た ｡ 原因 は ア ト ピ - の 傷 か ら

菌 が 入 っ た と の こ と ｡ 検 査 結 果 で , 食物 ( 蛋 白 雷 , 小 麦) に も

関 係 し て い た の で . い ろ い ろ な 方 と連携 を 図 り, 学 校 給 食 で も

個 人 メ ニ ュ ーーーを 作 っ て も ら え た ｡ 市 町 村 に よ り そ れ が 出 来 る と

こ ろ と で き な い と こ ろ が あ る と思 う ｡ し か し今 い ろ い ろ な 問 題

を 抱 え た 子 ど も さ ん た ち が い る ｡ そ れ を 理 解 し
,
対 応 で き る 公

教 育 で あ っ て ほ しい と思 う ｡ ( と て も 大 変 な こ と で す が)

● 個 に 応 じた 給食 は 難 しい と 思 う ｡ 的 確 に 情 報 を 集 め て 事 故 防

止 に 努 め た い し,
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付表 5 学 校 ･ 教員 と して の 対応

● 私 自身 は 医 師 で も 専 門 家 で も な い の で 保 護 者 か ら の 連絡 で 対

L古 し て い ま す , も ち ろ ん 主 治 医 の 話 は 保 護 者 に 確 認 し て い ま す

が
c
t そ の 上 で 学 校 で は こ う L ま す と い う 確 認 を 取 っ て 指導 に あ

た っ て い ま す ｡ 〕 幸 い 養護 教 諭 を 含 め 学 校 体 制 で 場 合 に よ っ て は

対)右 しな い と い レナな い ケ ー ス に は あ っ て い ま せ ん が , 今 後 は ア

レ ル ギ ー等 の 対 応 の 学 校 と し て の マ ニ ュ 7 ル が 必 要 だ と感 じて

い ま す ｡ ( 食事 に 対 して ど こ ま で 対 応 で き る か な ど)

● 草案削 こ 症 状 の 重 い 子 ど も が い た ら, 管 理 職 , 養 護 教 諭 , 栄 養

士
, 保 護 者 と 相 談 して 対 応 を 考 え る と 思 う ｡ 症 状 な ど は 養護 教

諭 に 聞 き , 把圭星す る と 思 う ｡

● 7 レ ル ギ - は 子 ど も に と っ て は つ らそ う な の で 子 ど も の 話 を

よ く 聞 く よ う に し て い ま す
｡

● 児 童 の 症 状 に よ り
,
学 校 の 対 応 は 変 わ っ て く る と 思 い ま す ｡

無 理 の 無 い 範 囲 で 他 の 子 と 同 じ活 動 を さ せ て あ げ た い と 思 い ま

す が , どう し て も で き な い 時 は 特 別 に 扱 う の も や む を え な い と

思 っ て い ま す ｡ 友 達 と 自分 の 性 格 , 身 体, 生 活 環j責の 違 い
,
感

染 し な い こ と の 知喜鼓を 学 び 認 め 合 え る 学 級 の 雰 囲 気 が あ れ ば ア

レ ル ギ ー に よ る い じめ は な い と 思 い ま す 〇

付表 6 ア レル ギー に つ い て の 関 心 ･

理月琴 ･ 知識 な ど

ア レ ル ギーに つ い て の 関 心
● 今 ま で ア レ ル ギ - に つ い て は 特 に 関心 が あ り ませ ん で した c ,

今回 の 調 査 で 少 し反 省 しま した ｡ も う 少 し勉 強 しなシナれ ば な ら

な い と 思 い ま す ｡

● 今 ま で 考 え た こ と が な か っ た こ と で す が , 非 常 に 大 切 な こ と

だ と 分 か っ た
｡
そ の た め に 研

:
修 会 な ど が あ っ た ら積 極 的 に 参 加

した い と思 う ｡

● 今 ま で じ っ く り 考 え た こ と が な か っ た の で , 良 い手蚤会を い た

だ い た と思 い ま す ｡ 研 究 頑 張 っ て く だ さ い ｡

● ア レ ル ギー を 見直 す 良 い き っ か け に な り ま した ｡

ア レ ル ギーの 理 解や 知識
● ア レ ル ギ ーの あ る 児 童 と言 わ れ て も, ど の 程 度 が 該 当 す る の

か よ く 分 か ら な か っ た の で , 多 少 ア ト ピーが あ る と か 毒 麻疹 が

出 た こ と が あ る 子 は 考 え ま せ ん で した ｡ 養護 教 諭 の 先 生 に お 聞

き した と こ ろ, 医 者 に 掛 か っ て い る 児 童 を そ う と ら え れ ば い い

の で は と い う ご意 見 で した の で ｡

● ア ト ピー性 皮一宮炎 に は 塩 水 が い い と い い ま す が, 本 当 で し ょ

う か ｡ あ る テ レ ビ 番 組_
は だ れ か れ 少 な か ら ず 耐 性 が 飽 和 状 薦 に

な る と発 生 す る と 効 き ま した が 本 当 で し ょ う か o

● ア ナ フ ラ キ シ ー と い う 言 葉, 初 め て 知 り ま した ｡ ア レ ル ギ ー

に つ い て
,
お ろ そ か に は で き な い こ と と思 い ま した ｡ あ り が と

う ご ざ い ま した ｡

正 しい 知識 の 必 要 性

● そ ば ア レ ル ギーの あ る 子 が , そ ば を 茄 で た お 港 で 茄 で た う ど

ん を 食 べ て 呼 吸 困費臣に な っ た と い う 話 を 聞 い た こ とが あ り ま す ｡

ア レ ル ギー に つ い て 正 し く 理 解 し, ど の 子 (人) も 気 持 ち よ く

す ご せ る 世 の 中 で あ っ て 欲 しい と 思 い ま す ｡
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● ア ト ピ ー性 皮 膚 炎 な ど が 急 激 に 増 え て い て 子 ど も は 授業 に 集

中 で き ず ,
か わ い そ う で す o 私 自 身 も っ と 知 識 を 得 な け れ ば と

思 い ま す ｡

● こ れ か ら , ア レ ル ギ ー性 疾 患 の あ る 児 童 が 増加 す る と思 い ま

す ｡ 教 師 も, も っ と 知 識 を 得 な け れ ば な ら な い と 思 い ま す ｡

● ア レ ル ギ - の 症二伏 と し て 回 答 例 に あ る よ う な 1 , 2 , 3 は 分

か っ て い ま した が , 4 , 5 , 6 も ア レ ル ギー の た め に も起 こ る

の だ と 知 っ て び っ く り しま した ｡ 私 自身 を 含め , ア レ ル ギー体

質 の 人 が と て も 増 え て い る よ う に 思 え ま す ｡ で も お 医 者 さ ん に

行 っ て も ほ とん ど詳 し い 説 明 は 聞 く こ と が あ り ま せ ん ｡ 命に 関

わ る よ う な 症 状 以 外 は そ れ は もう 当 た り 前 の こ と , 仕 方 の な い

こ と と して 受 け 止 め る しか な い の で し ょ う か ? と も か く こ の 調

査 の 結果 で 少 し で も ア レ ル ギー一に 対 す る 知 識 や 情報 を 得 た い と

思 い ま す ｡

● 嘱 ノ邑 児
,
ア ト ピー性 皮 膚 炎 な ど , 増 え て い る が , 保 護 者 も き

ち ん と した 説 明 が で き な い よ う だ (主 治 医 か ら の き ち ん と 情 報

を 持 っ て い な い か)

● 重 大 な 事態 は 経験 して い な い が , 危 機 管 理 と い う 意識 を 持 っ

て
, き ち ん と 対 応 で き る よ う に な り た い と 思 う ｡ 良 い 資 料 が ご

ざ い ま した ら提 供 く だ さ い ｡

● 当 校 は 全 校 生 徒 5 0 名 と い う の に ア レ ル ギー- だ と 思 わ れ る 瑞息

の 児 童 が 多数 い ま す ｡ あ ま り 深 く 追 求 す る と 地 域 性 に も よ る の

か も と も 思 わ れ , あ ま り 突 っ 込 ん で 出 来 ま せ ん が , 気 に な っ て

仕 方 が あ り ま せ ん ｡
そ ん な こ と も あ る の で ぜ ひ 調 査 結果 を 送 付

して い た だ シナる と 今 後 の 手旨導 に も 役 立 て る の で は な い か と 思 い

ます の で よ ろ しく お 願 い しま す ｡

● 教 師 と して 母 と し て ア レ ル ギ- に は 関 心 が あ り ま す ｡
ア レ ル

ギー と 診 断 さ れ て い な い ま で も ア レ ル ギ- 症 状 に 近 い 疑 わ しい

症 状 の 子 が 見 ら れ ま す ｡ 年 を 重 ね れ ば 自 然 に 治 る も の な の か ,

医 師 に 相 談 した らい い の か 迷 う と こ ろ で す o
正 しい 知 識 の 必 要

性 を 感: じ ます ｡

付 表 7 ア レ ル ギーな ど に つ い て の 意 見 や 感想

● ア レ ル ギ ー は 原 因 が 特 定 で き な い の で , 治療 方 法 も原 因 を 取

り 除 く よ り 対 処 療 法 的 な こ と が 多 い よう に 思 わ れ る ｡ 早 く 原 因

を 防げ る よ う に な る と い い と思 い ま す ｡

● ア レ ル ギー を 含 め, 現代 の 子 ども た ち は以 前 に は 見 ら れ な か っ

た 様 々 な 症 状 に 苦 しん で い ま す ｡ 今 , 環境 や 生 活 を 見 直 し ｢ 健

康｣ に つ い て 考 え た い と 思 い ま す o

● ア レ ル ギ ーだ け で な く, 章郡責 ( 食品 , 汚 染) 等 の 問 題 が , 学

習 障害 児 な ど の 増加 に も つ な が っ て い る と思 い ま す ｡

● 私 た ち の 生 き 方 が 間 違 っ て い た と い う こ と に 早 く 気 づ く べ き

だ と 思 う o 空 気 を 汚 す よ う な こ と ば した く な い が , 車 に は 乗 ら

な き ゃ 通 勤 で き な い し, 矛盾 す る こ と が い っ ぱ い あ り ま す ｡ 私

た ち 生 き物 は 謙 虚 に も の を 大 切 に し, 資 源 の 無 駄 に な らな い よ

ラ , 生 態 系を 壊 さ な い よ う 配 慮す る 必 要 性 を 感 じ て い る ｡ 自分

で 出 き る こ と を や っ て い て , い い 環 境 を 取 り 戻 した い ｡


